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家族や仲間と街を歩こう！高田フォトロゲイニングＵ
アンダーハイスクール

－ＨＳ
　フォトロゲイニングとは、地図をもとにチェッ
クポイントを回って得点を集める、ゲーム感覚の
スポーツです。家族や仲間と楽しみながら市街地
を散策してみませんか？
▶日時＝11月16日（土）午前９時～午後１時
▶場所＝陸前高田市内
※スタート・フィニッシュ…道の駅高田松原
▶対象＝次のすべてを満たすチーム
・・高校生以下のメンバーを１人以上含むこと
・・小学生以下を含む場合は、18歳以上の保護者を

チームの代表者とすること
・・登録申請が受理されたチーム

※チームメンバーの血縁関係は問いません。
▶内容＝チーム対抗の市街地散策イベントで、日

本フォトロゲイニング協会の登録大会です。
▶定員＝40チーム（先着順）
▶申込方法＝メールで、①チーム名、②チーム人

数、③メンバーの氏名・年齢・性別、④代表者
の住所・電話番号を連絡ください。

▶申込締切日＝11月８日（金）
▶その他＝大会の詳細は問い合わせください。
▶申込先・問い合わせ先＝気仙・三陸ジオパーク

推進会議（大船渡土木センター内☎22・９８２１）
　【Ｅメール】takashi-t@pref.iwate.jp（担当：高橋）
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避難場所

津波ハザード
マップ

　日本海溝・千島海溝沿いでマグニチュード７以
上の地震が発生した場合、１週間程度、より大き
な後発地震への注意を呼びかけるものです。同様
の呼びかけでは、今年８月に日向灘を震源とする
マグニチュード7.1の地震が発生し、「南海トラフ
地震臨時情報」が発表されました。

　後発地震は必ず発生するものではありません
が、東日本大震災がその例の一つです。事前避難
や経済活動の制限は求めませんが、防災行政無線
などで注意喚起を行いますので、避難場所や非常
用持ち出し物品の確認など、いざという時のため
に備えましょう。

北海道・三陸沖後発地震注意情報とは

　避難所の備蓄品は数や種類に限度があるの
で、日ごろから非常持ち出し物品を確認して
おきましょう。

非常持ち出し物品を
確認しましょう

□飲料水　　　　　□食料

□常備薬　　　　　□消毒薬

□衣類　　　　　　□マスク

□懐中電灯　　　　□毛布

□体温計　　　　　□ラジオ

　市は、気象警報や避難情報などの防災情
報を防災行政無線、緊急速報メール、SNS、
FMラジオなどで市民の皆さんにお知らせし
ています。
　正しい情報を入手して「早めの避難」「落ち
着いた行動」を心掛けましょう。

正しい情報を入手
しましょう

市公式LINE
友だち追加

市公式Ｘ
（旧ツイッター）

FMねまらいん

地域おこし協力隊～受入事業者を追加募集します～

▶提案いただく活動例
　商工観光業、農林水産業の振興に関する活動、
移住・定住の促進に関する活動、住民の生活支援
に関する活動、地域の活性化に関する活動
▶応募の手続き
　応募要件や提出書類などの詳細は市ホームペー
ジを確認ください。

▶募集期限＝11月14日（木）
▶その他
　団体委託型の仕組みについて個別説明を行いま
すので、希望する場合は問い合わせ
ください。
▶問い合わせ先
　企画調整課企画係（☎内線230） 応募手続きの

詳細はこちら

地域おこし協力隊員

市 受入事業者

委嘱

雇用契約
◼隊員は受入事業者の下で

活動に従事
◼受入事業者は隊員に報酬

を支払い、活動費を支出

委託契約
◼隊員と共同で実施した活動の内容と実績を受入事業

者から市に報告
◼市から受入事業者に委託料（隊員の報酬・活動費相

当額）を支払う

❶企業や団体などが、地域おこし協力
隊と共に活動したい事業を提案

⬇
❷市が提案内容を審査し、企業や団体

などを「受入事業者」に選定
⬇

❸市が隊員を募集し、選考により隊員
を決定

⬇
❹受入事業者と隊員が雇用契約を締結

⬇
❺受入事業者と市が委託契約を締結

⬇
❻市が隊員を委嘱

⬇
❼受入事業者と隊員が活動を開始

団体委託型の仕組み

団体委託型における隊員・受入事業者・市の関係

　市は、本年度、新たに地域おこし協力隊の「団
体委託型」を導入し、15の企業や団体などを受入
事業者として選定し、隊員の募集・委嘱を進めて
います。

　このたび、受入事業者を追加で募集しますので、
隊員と共に地域課題の解決につながる活動を実施
したいと考える企業や団体は、ぜひ応募ください。


